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中
国
の
経
済

成
長
率
の
目
標

は
年
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。

不
景
気
の
世
の

中
に
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も

景
気
が
前
年
よ
り
も
プ
ラ
ス

な
ら
ば
御
の
字
と
思
う
が
、

中
国
で
は
事
情
が
異
な
る
▼

中
国
で
は
年
に
八
百
万
人
の

就
労
人
口
が
増
加
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
、
年
に
八

パ
ー
セ
ン
ト
経
済
が
伸
び
な

い
と
、
増
え
た
就
労
人
口
に

職
を
与
え
、
家
族
を
養
な
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
だ
▼
昨
年
の
成
長
率

は
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
の

で
、
経
済
が
伸
び
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
倒
産
し
た

企
業
、
失
業
し
た
人
が
増
え

た
。
お
ま
け
に
欧
州
の
金
融

不
安
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
経
済
の
動
向
が
今
ま
で

に
も
ま
し
て
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
▼
論
語
の
里
仁
篇

に
「
利
に
放
り
て
行
な
え
ば
、

怨
み
多
し
」
と
孔
子
は
述
べ

て
い
る
。
利
益
だ
け
を
求
め

て
い
る
と
、
他
か
ら
の
怨
み

を
ま
ね
く
と
。
世
界
一
の
人

口
を
抱
え
る
大
国
が
、
利
益

の
み
を
追
求
し
、
自
国
の
繁

栄
だ
け
を
目
指
せ
ば
、
や
が

て
他
国
か
ら
の
反
発
を
受
け

る
で
あ
ろ
う
事
は
先
人
が
警

告
し
て
い
る
▼
国
民
一
人
一

人
の
生
活
を
豊
か
に
、
と
願

い
力
を
注
ぐ
の
は
国
家
の
目

標
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

欲
求
も
限
度
が
あ
り
、
行
き

過
ぎ
れ
ば
他
国
に
と
っ
て
毒

と
な
る
▼
世
界
は
一
つ
で
あ

り
、
仏
様
が
法
華
経
で
示
さ

れ
た
「
悉
是
吾
子
」
―
こ
の

世
の
人
々
は
全
て
仏
の
子
で

あ
る
、
と
の
御
教
え
を
奉
じ
、

他
の
人
に
対
し
て
も
、
他
の

国
に
対
し
て
も
思
い
を
か
け

る
こ
と
が
、
仏
様
の
教
え
を

信
じ
、
行
じ
る
わ
れ
ら
佛
立

信
者
の
生
き
方
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
と
念
じ
る
。

　

昨
年
・
平
成
二
十
三
年
は

厳
し
い
寒
波
の
襲
来
で
、
京

都
地
方
は
十
五
年
ぶ
り
の
積

雪
の
元
旦
を
迎
え
、
ま
る
で

苦
難
を
告
げ
る
よ
う
な
幕
開

け
と
な
っ
た
が
、
本
年
・
平

成
二
十
四
年
元
旦
は
、
昨
年

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
穏
や

か
な
日
和
と
な
り
、
良
き
年

を
告
げ
て
い
る
よ
う
な
晴
天

の
計
ら
い
と
な
っ
た
。

　

特
に
元
日
の
京
都
は
、
雲

ひ
と
つ
無
い
晴
天
で
、
早
朝

か
ら
関
西
地
方
を
中
心
と
し

た
各
寺
院
よ
り
、
団
参
や
個

人
に
よ
る
初
詣
の
参
詣
が
あ

り
、
お
正
月
ら
し
い
賑
や
か

な
風
景
と
な
っ
た
。

　

本
山
宥
清
寺
で
は
、
大
晦

日
の
十
二
月
三
十
一
日
の
午

後
十
一
時
か
ら
、
除
夜
法
要

が
営
ま
れ
、
午
前
零
時
に
な

り
新
年
を
迎
え
る
と
、
引
き

続
き
元
旦
参
詣
が
営
ま
れ
て

八
〇
〇
名
が
深
夜
の
本
山
に

詣
で
た
。

　

元
旦
の
朝
は
、
午
前
九
時

ご
ろ
か
ら
続
々
と
初
詣
の
参

詣
者
が
詰
め
か
け
、
二
〇
ヵ

寺
か
ら
観
光
バ
ス
十
五
台
と

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
六
台
に
よ
る

団
参
六
〇
〇
名
、
個
人
参
詣

を
併
せ
て
一
八
〇
〇
名
が
詣

で
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か

け
て
二
六
〇
〇
名
が
新
年
を

本
山
で
祝
っ
た
。

　

滋
賀
県
に
あ
る
佛
立
寺
で

は
、
住
職
の
小
野
山
日
住
師

が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
平
成
二
十
三
年

の
今
年
の
漢
字
に
選
ば
れ
た

「
絆
」
の
大
事
を
参
詣
者
に

諭
さ
れ
「
今
年
も
頑
張
っ
て

下
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。

　

佛
立
寺
で
は
、
大
正
時
代

か
ら
元
旦
参
詣
に
詣
で
た
ご

信
者
方
に
甘
酒
の
ご
供
養
を

ふ
る
ま
わ
れ
て
お
り
、
今
年

も
一
四
〇
名
の
ご
奉
公
者
が

早
朝
よ
り
甘
酒
を
用
意
さ
れ

て
、
一
年
の
初
め
を
祝
う
ご

信
者
方
に
ご
供
養
さ
れ
た
。

　

去
る
平
成
二
十
一
年
十
二

月
二
十
八
日
、
法
寿
九
十
歳

を
も
っ
て
ご
遷
化
さ
れ
た
佛

立
第
二
十
三
世
講
有
・
奈
良

本
妙
寺
第
三
十
四
世
住
職
・

野
﨑
日
丞
上
人
の
御
三
回
忌

法
要
が
、
昨
年
十
二
月
二
十

五
日
、
ご
自
坊
の
本
妙
寺
に

お
い
て
、
権
大
僧
正
・
伊
藤

日
学
上
人
導
師
の
も
と
、
厳

か
に
奉
修
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
本
堂
内
陣
左
脇

に
日
丞
上
人
の
祭
壇
が
荘
厳

さ
れ
、
奉
修
導
師
以
下
、
弔

主
・
本
妙
寺
住
職
・
野
﨑
隨

円
師
は
じ
め
出
座
御
教
務
、

遺
弟
、
遺
族
・
親
族
、
他
寺

院
・
門
末
寺
院
代
表
、
寺
内

参
列
信
徒
が
次
々
と
お
焼
香

を
捧
げ
、
日
丞
上
人
を
お
偲

び
申
し
あ
げ
た
。

　

一
座
法
要
終
了
後
、
遺
弟

代
表
・
堀
田
承
要
師
、
弔
主

野
﨑
隨
円
師
が
挨
拶
に
立
た

れ
た
。
特
に
野
﨑
隨
円
師
か

本山へ初参詣

　

参
詣
者
は
、
十
五
ヵ
寺
か

ら
バ
ス
十
八
台
で
詣
で
た
五

三
〇
名
の
団
参
と
、
自
家
用

車
や
電
車
な
ど
で
詣
で
た
個

人
参
詣
者
を
併
せ
て
一
五
三

〇
名
が
詣
で
た
。

　

京
都
市
内
に
あ
る
開
導
日

扇
聖
人
御
誕
生
地
道
場
の
誕

生
寺
で
は
、
講
尊
梶
本
日
裔

上
人
が
元
旦
に
詣
で
た
参
詣

者
に
「
お
め
で
と
う
、
と
い

う
気
に
は
中
々
な
れ
な
い
け

れ
ど
」
と
前
置
き
さ
れ
、
昨

年
の
日
本
の
歴
史
が
変
わ
る

ほ
ど
の
大
災
害
を
経
て
、
佛

立
信
者
は
、
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
が
浮
か
ば
れ
る
よ
う
な
、

死
者
を
生
か
す
生
き
方
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
諭

さ
れ
た
。

　

誕
生
寺
に
は
六
ヵ
寺
か
ら

一
五
六
名
の
団
参
と
、
個
人

参
詣
七
十
五
名
、
寺
内
参
詣

者
六
十
六
名
の
計
二
九
七
名

が
詣
で
た
。

　

京
都
市
内
に
あ
る
宥
清
寺

奥
ノ
院
の
長
松
寺
は
、
開
導

聖
人
の
御
遺
品
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
元
旦
に
詣
で
た
参

詣
者
は
親
し
く
開
導
聖
人
ゆ

か
り
の
品
々
に
触
れ
る
機
会

を
満
喫
さ
れ
て
い
た
。

　

長
松
寺
に
は
代
表
参
詣
を

含
め
七
十
一
名
が
詣
で
た
。

　

大
阪
府
守
口
市
に
あ
る
開

導
日
扇
聖
人
御
遷
化
地
道
場

の
義
天
寺
で
は
、
住
職
の
竹

内
現
暢
師
が
、
震
災
後
、
関

東
に
在
住
す
る
ご
信
者
の
家

に
伺
い
、
そ
こ
で
ガ
イ
ガ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
（
放
射
能
測
定

器
）
を
使
っ
た
ら
、
御
宝
前

に
供
え
ら
れ
た
お
花
が
被
爆

し
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
あ

わ
て
て
別
の
お
花
に
活
け
替

え
た
話
を
さ
れ
、
被
災
地
周

辺
の
ご
信
者
の
ご
苦
労
を
披

露
さ
れ
た
。

　

義
天
寺
へ
の
元
旦
参
詣
者

は
六
ヵ
寺
か
ら
バ
ス
九
台
で

三
一
三
名
の
団
参
と
、
個
人

参
詣
が
一
五
〇
名
、
寺
内
参

詣
者
と
ご
奉
公
者
を
含
め
て

七
六
八
名
で
あ
っ
た
。

ら
は
、
御
三
回
忌
の
報
恩
教

化
誓
願
成
就
の
報
告
と
共
に

「
日
丞
上
人
が
六
十
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
ご
奉
公
さ
れ

た
和
歌
山
親
会
場
が
、
こ
の

た
び
和
歌
山
別
院
と
し
て
設

立
さ
れ
、
九
月
に
開
堂
式
を

執
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。（
開
堂

式
の
模
様
は
本
紙
昨
年
十
二

月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

さ
ら
に
「
入
院
の
前
日
ま

で
毎
日
つ
け
ら
れ
て
い
た
日

記
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

お
書
物
に
遺
さ
れ
た
教
学
的

な
こ
と
、
宗
門
の
こ
と
、
そ

し
て
本
妙
寺
門
末
の
ご
弘
通

の
こ
と
等
、
今
後
は
そ
れ
ら

を
身
に
呈
し
て
報
恩
ご
奉
公

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
、
ご
弘
通
ご
奉
公
を
誓
わ

れ
た
。

　

ま
た
奉
修
導
師
・
伊
藤
日

学
上
人
は
、
日
丞
上
人
と
の

様
々
な
思
い
出
を
語
ら
れ
た

後
『
さ
ら
で
し
も
死
な
ん
命

を
の
り
の
た
め　

捨
る
と
な

ら
ば
う
れ
し
か
ら
ま
し
』
と

の
御
教
歌
を
引
か
れ
て
御
法

門
を
拝
ま
れ
「
唱
え
死
の
覚

悟
が
大
事
」
と
諭
さ
れ
た
。

　

本
妙
寺
教
講
一
同
、
日
丞

上
人
へ
の
報
恩
ご
奉
公
の
誓

い
を
新
た
に
し
て
、
無
事
に

御
三
回
忌
法
要
が
終
了
し
た
。

今年も無事に

誕 

生 

寺

佛 

立 

寺

長 

松 

寺

義 

天 

寺

定
予
事
行
門
宗
の
月
今4　

　

日　

寒
修
行
参
詣
終
了

7　
　

日　

講
有
考
試
上
座
講
師
口
頭
試
問

8　
　

日　

講
有
考
試
一
等
講
師
口
頭
試
問

16　
　

日　

高
祖
御
降
誕
会

17　
　

日　

本
山
初
灯
明
料
第
二
回
奉
納
式

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
日　

立
春

　

こ
の
日
は
寒
参
詣
最
終
日
。
参
詣
で
鍛
え
た
佛
立
魂

で
今
年
度
の
弘
通
誓
願
達
成
に
努
力
し
、
聴
聞
し
た
御

法
門
の
実
践
に
気
張
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

14
日　

高
祖
佐
渡
ご
流
罪
御
赦
免

　

佐
渡
在
島
三
年
の
ご
法
難
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
高
祖
日

蓮
大
士
に
、
文
永
十
一
年
二
月
十
四
日
付
で
幕
府
よ
り

の
御
赦
免
状
が
お
り
、
鎌
倉
の
日
朗
上
人
が
こ
の
状
を

携
え
て
佐
渡
へ
向
か
わ
れ
た
。

15
日

釈
尊
涅
槃
会

　

西
紀
前
四
八
六
年
二

月
十
五
日
、
聖
者
釈
尊

が
御
入
滅
さ
れ
た
。
釈

尊
は
『
死
ぬ
の
は
私
の

肉
体
に
す
ぎ
な
い
。
私

の
全
身
、
久
遠
の
生
命

は
い
つ
ま
で
も
法
の
中

に
生
き
て
い
る
』
と
仰

せ
ら
れ
た
。

16
日　

高
祖
御
降
誕

　

承
じ
ょ
う

久き
ゅ
う

四
年（
一
二
二
二
）二
月
の
十
六
日
。
房
州（
千

葉
県
）
小
湊
で
御
降
誕
。
高
祖
は
御
経
に
み
仏
が
示
さ

れ
た
如
く
、
末
法
の
初
め
に
仏ぶ

っ

勅ち
ょ
くを
奉
じ
て
、
釈
尊
入

滅
後
の
二
千
年
の
世
に
、
心
の
闇
を
照
ら
す
大
導
師
と

し
て
ご
出
現
あ
そ
ば
さ
れ
た
。

25
日　

門
祖
御
祥
月
御
命
日

　

寛
正
五
年
（
一
四
六
〇
）
二
月
二
十
五
日
の
こ
の
日
、

蓮
師
後
身
と
し
て
ご
弘
通
せ
ら
れ
た
門
祖
日
隆
大
聖

人
は
、
多
く
の
門
弟
の
唱
題
の
中
、
ご
自
身
も
唱
題
中

八
十
歳
で
ご
遷
化
あ
そ
ば
さ
れ
た
。

　
『
宗
祖
は
日
本
国
に
前
代
未
聞
正
像
未
弘
の
本
門
肝

心
上
行
所
伝
の
題
目
宗
を
建
立
也
。
門
祖
は
諸
門
流
の

習
損
を
責
て
、
八
品
所
顕
の
題
目
宗
を
再
興
也
』
と
開

導
聖
人
は
仰
せ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

2月の
こよみ
2月の
こよみ

さわやかな晴天のお計らいをいただき本山には多くのご信者が詣でた

誕生寺では日裔上人（円内）からお話を伺う

子供たちも佛立寺名物の甘酒を（円内は小野山住職）

鏡餅で荘厳された長松寺の御宝前にご挨拶

義天寺本堂もたくさんの参詣（円内は竹内住職）

第
二
十
三
世
日
丞
上
人
御
三
回
忌
厳
か
に

報
恩
教
化
も
成
就
し  

ご
自
坊
本
妙
寺
で
奉
修

佛立第23世講有・日丞上人

荘厳された日丞上人の祭壇前で挨拶し、報恩ご奉公成就を
お誓いする住職・野﨑隨円師

御法門・伊藤日学上人

挨拶・堀田承要師


